危険物の性質ならびにその火災予防及び消化の方法
第４類危険物以外の危険物の概論
消防法に定める危険物とは

1 常温１気圧において必ず（固体・液体）である。（　気体　はない）

2 毒物・劇物・可燃性のもの・不燃性のものなど様々。

3 同じものでも、形によって危険物になるものとならないものがある。

危険物の分類表（覚えよう！）

	種　別
	状態
	燃える？
	特　性・キーワード

	第１類
	固
	×
	酸化（させる）

	第２類
	固
	○
	還元　金属粉

	第３類
	固　液
	△
	黄りん・自然発火・禁水性

	第４類
	液
	○
	―

	第５類
	固　液
	○
	自己燃焼（酸素が無くても、そのものに酸素を持つ）

	第６類
	液
	×
	酸化（させる）


問題１・２
第４類危険物の概論（丙種のものより増えてます）
第４類危険物の共通するまとめ

· 常温（約２０度）１気圧ですべて（液体）
· 水よりかるく（液体の比重が１以下）水にとけないものが多い

· 蒸気は空気より重い（空気の比重が１以上）
· まぜたり動かしたりすると静電気が発生し、たまるものが多い。

火災の予防と貯蔵・取り扱い及び消火の方法

1 取り扱い上の注意→丙種のものと同じ
2 消火方法→丙種の時とほぼ同じ。水は×。

水溶性の液体（アルコール　などアがつくものが多い）での火災は泡消化剤だと泡が水に溶けてしまうために（　特殊泡　）を使用。

問題３・４
第４類危険物の主な品目とその性質

· 特殊引火物　・第１石油類　・アルコール類　・第２石油類

· 第３石油類　・第４石油類　・動植物油類
　（上の順番で覚えておこう　法令の時にいいことあるよ）
①特殊引火物…ジエチルエーテル　二硫化炭素　等　

一気圧において引火点が（　－２０　）℃以下　沸点が40℃以下のもの
· 二硫化炭素…水より重く、水に溶けない→（　水　）で保存する

引火点は－20℃

静電気は発生しにくい

· ジエチルエーテル……無色の液体。やや臭いあり。水より軽く、

（　アルコール　）に溶ける。爆発しやすい。
・アセトアルデビト…水に溶ける。燃えやすい。臭い

・酸化プロピレン…水に溶ける。発火点が高い。
問題５、６
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2 第１石油類…アセトン・ガソリン等　１気圧で引火点が（２１）℃未満のもの

· アセトン　水に（　よくとける　）→消火の時は（　特殊泡　）を使用

引火点は－20℃

静電気は発生しにくい

· ガソリン→前回を参考に

· ベンゼン　良い香りだが（毒あり）　水より軽く、水に溶けない

· トルエン　やや（　毒　）あり　水より軽く、水に溶けない

問題７・８


3 アルコール類…メチルアルコールとエチルアルコール

· 無色透明で水に溶ける→特殊泡で消火
· 引火点は１２～１３℃　沸点は　７０　℃前後　引火点は２０℃以下
· 静電気はほとんど発生しない　　　　　　　　　　　　　　　　　　問題９
第２石油類…灯油・軽油・酢酸など、引火点が　２１～７０　℃のもの

　・灯油…丙種の内容を参考に

　・軽油…丙種の内容を参考に

・酢酸（さく酸）…水より　重く　　水に　溶ける　。空気より重い。

　　　　　　　　　コンクリート等を　くさらせる　→腐らないものを床に敷く。

問題１０
第３石油類…重油など。１気圧において引火点が　７０～２００　℃のもの。
・重油…丙種の内容を参考に

問題１１

第４石油類…ギヤー油・シリンダー油・潤滑油など。引火点が２００～２５０℃のもの
問題１２
動植物油類…引火点が　２５０℃未満のもの。（引火点が200℃以上のものが多い）
乾燥油は酸化されやすく、　自然発火　を起こす。
問題１３
危険物対策テキスト無料ダウンロード　http://www.eonet.ne.jp/~start/

危険物の性質ならびにその火災予防及び消火の方法　乙４類問題集
問題１　危険物の性状において正しいものはどれ？

1 危険物には常温（２０度）で気体・液体・固体のものがある。

2 引火性液体の燃焼形式は蒸発燃焼であるが、引火性固体の燃焼形式は主に分解燃焼である。
3 液体の危険物の比重は１よりも小さいが、固体の危険物の比重はすべて１よりも大きい。

4 保護液として水、２硫化炭素及びメチルアルコール等を使用するものがある。

5 多くの酸素を含んでいて他から酸素の供給がなくても燃焼するものがある。

問題２　危険物の類と共通する性状との組み合わせで正しいものはどれ？

1 第１類…気体または液体

2 第２類…液体　　　④第５類…固体または液体
3 第３類…液体　　　⑤第６類…固体
問題３　第４類危険物の性質で誤っているものはどれ？
1 すべて可燃性で水に溶けないものが多い。

2 常温（２０度）でほとんどのものが液体である。

3 蒸気の比重（空気＝１）は１より小さいものが多い。

4 蒸気は空気とわずかに混合しても燃焼するものが多い。

5 液体の比重は１よりも小さいものが多い。

問題４　第４類危険物の性質で誤っているものはどれ？

1 液温があがると引火点が比較的高いものであっても引火の危険性が生じる。

2 発火点はほとんどのものが１００℃以下である。

3 蒸気比重は１より大きい。

4 液体の比重は１より小さいものが多い。

5 非水溶性のものには静電気が蓄積しやすい。
問題５　特殊引火物に関する事で間違っている物はどれか？

①アセトアルデビドは非常に揮発しやすく水に良く溶ける

②ジエチルエーテルの蒸気には麻酔性があり燃焼範囲は極めて広い。

③２硫化炭素は無臭の液体で水に溶けにくく、水より軽い

④酸化プロピレンは水やアルコールに溶ける

⑤２硫化炭素は発火点が９０℃以下で第４類危険物の中では発火点が特に低い。

問題６　ジエチルエーテルと２硫化炭素に関する記述で誤っているものはどれ？

1 どちらも燃焼範囲が極めて広い

2 どちらも発火点はガソリンよりも低い。

3 どちらも水より重い

4 どちらも２酸化炭素、ハロゲン化物などが消化剤として有効である。

5 ジエチルエーテルの蒸気は無色であり、２硫化炭素の蒸気は毒性がある。

問題７　アセトンの性状として誤っているものはどれ

1 水より軽い

2 揮発しやすい

3 無色で特有の芳香を有する液体である

4 エタノール及び水に溶けない

5 発生する蒸気は空気より重く、低所に滞留しやすい

問題８　ベンゼンとトルエンに関する記述のうち誤っているものはどれ？

1 いずれも水よりも軽く、蒸気は空気よりも重い。

2 いずれも引火点は常温より低い。

3 ベンゼンは水に溶けないが、トルエンは水によく溶ける

4 蒸気はいずれも有毒であるが、その毒性はベンゼンのほうが強い。

5 いずれも無色の液体である。

問題９　第４類危険物のアルコール類に共通する性状で次のうち正しいものはどれ？

1 無色無臭の液体である。

2 常温では引火の危険性はない

3 水への溶解度は小さい

4 水よりも沸点は低い

5 蒸気の比重は空気より軽い

問題１０　酢酸の性状で誤っているものはどれ？
1 高濃度の酢酸は低温で氷結するため氷酢酸とも呼ばれる

2 水やエーテル、ベンゼンに溶ける

3 粘性が高く、水に溶けない。

4 アルコールと反応して酢酸エステルをつくる

5 金属を強く腐食させる。

問題１１　重油について誤っているものはどれか？

1 水に溶けない

2 水より重い

3 日本工業規格では第１種（A重油）第２種（B重油）第３種（C重油）に分類されている。

4 発火点は１００度より高い

5 第１種及び第２種重油の引火点は６０度以上である。

問題１２　第４石油類の性状について次のうち誤っているものはどれ？

1． 水より重いものがある

2． 常温では蒸発しにくい

3． 潤滑油・切削油の中に該当するものが多い。
4． 引火点は第１石油類より低い

5． 粉末消化剤の放射による消火は有効である

問題１３　動植物油類について誤っているものはどれ？

1． 引火点以上に熱すると火花などにより引火の危険性が生じる

2． 乾性油はぼろ布などにしみ込ませて積み重ねておくと自然発火することがある

3． 水に溶けない

4． 容器の中で燃焼しているものに注水すると燃えている油が飛散する

5． 引火点は１００～１５０℃程度である。

まとめ　（特に記入のないものは　水に溶けない　水より軽い　空気より重い　）
	名　前
	特殊引火物
	第１石油類
	アルコール類
	第２石油類
	第３石油類
	第４石油類
	動植物油類

	引火点
	―２０℃以下
	２１℃未満
	１２～１３℃
	２１～７０℃
	７０～２００℃
	２００～２５０℃
	２５０℃未満

	沸点・発火点
	沸：４０℃以下
	
	
	
	
	
	

	代表的なもの

その特徴
	２酸化硫黄…水より重い、溶けない

ジエチルエーテル…水にやや溶ける。アルコールに溶ける
	アセトン…溶ける
ガソリン

ベンゼン…毒あり
トルエン…やや毒あり
	メチルアルコール…毒性あり。水に溶ける。静電気発生しない。
エチルアルコール…毒なし。
	灯油

軽油

酢酸…水に溶ける。コンクリートを腐らせる。
	重油
	ギヤー油

シリンダー油

潤滑油
	乾燥油…自然発火

あまに油

	備考欄
	
	
	特殊泡で消火
	
	液色は黒
	粘性大・揮発性がない
	引火点は２００℃以上のものが多い


ベンゼンもトルエンも良いにおい。だけど毒あり。


毒性は　ベンゼン＞トルエン　


覚えておこう























２硫化炭素は水よりも重い！


↓


水で保存！




















二硫化炭素





さく酸





アルコール類


（メチルアルコール・エチルアルコール）


アセトン


アセドアルデビド





アはつかないが


一緒に覚えておこう！





水





アがつくものは


水に溶けるものが多い


↓


消火には特殊泡を！！








